
くずし字赤ペン添削講座（現在、第３弾まで ※順次、追加予定） 

好きなときに好きなだけ、くずし字の解読にチャレンジ。 

①問題に挑戦 ②文書館閲覧室カウンターに提出 ③文書館職員が添削 ④文書館閲覧室カウンターで返却 

※問題は文書館で配布、または文書館ウェブサイトに掲載しています。 

① 月 替 展 示 

年貢の納めどき －誰が？ いつ？ どこに？－ 

    知っているようで知らない？年貢の 

   こと。展示では、福井藩を例に年貢の 

   実情をＱ＆Ａ形式で紹介しています。 

   会 期：１０／２３（水）まで 

② 松平文庫テーマ展 

松平文庫にみる描かれた世界遺産 
－「百舌鳥・古市 古墳群」登録記念－」 

 会 期： ９／ ８（日）まで 

※会場は① ②とも文書館 閲覧室 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

■9 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 
     

  は休館日です 
  

① くずし字初級講座（全３回） 

入門講座からちょっとステップアップ。 

 日 時：１０／２２（火・祝）２７（日） 

     １１／ ３（日・祝） 

            １３：３０～１５：３０ 

 講 師：副館長 柳沢芙美子、主任 宇佐美雅樹 

② フィアラ先生の古典文学ゼミナール 

『古事記』を読む 第５回（全１１回） 

 日 時： ９／ ８（日）１３：３０～１５：００ 

 講 師：
文書館古典文学顧問・

福井県立大学名誉教授 カレル・フィアラ 

※会場は① ②とも文書館 研修室 

 

■ ちょっと昔の秋、収穫の風景 ■ 

御奉行から「御代官方御条目」を村々に申し渡しておくよう命ぜられたが……なになに？ 

 村へゆくときの供は、駕籠舁き４人に、馬１匹に、人足１人（定の第１条）。 

 米・塩・味噌などは持参してゆくこと（定の第２条）。その土地の野菜なら、いただいてもよい（定の第３条）。 

 食事は、材料をわたして村で作ってもらうこと。一汁一菜、魚・鳥・酒はだめ（定の第４条）。 

    村役人に対する不満があれば、村人からじかに話を聞いて、意見をすくいあげること（酉年の第２条）。 

    進物は御法度。青菜１枚たりとも、受けとってはならん（酉年の第５条）。 

   ほかにもいろいろとあるのう……日々の仕事もあるし、悪事を働いている暇はないな！ 

令和元年９月発行 

■展 示■ 

■代官といえば！…民を虐げ？…私腹を肥やし？…「お主も悪よのう」？■ 

■文書館■ 〒918-8113 福井市下馬町 51-11 

 電  話：0776-33-8890 

 ファクス：0776-33-8891 

 メ ー ル：bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

 開館時間：午前 9 時～午後 5 時      ウェブサイト 

■フレンドリーバス（無料）をご利用ください■ 
（背景）せんい総合展 
     昭和53. 9. 30 80571 

（「御代官方御条目」（1693 年（元禄 6）「御代官方御条目写（代官方条目写）」A0027-00041）は月替展示で展示中（10 月 23 日（金）まで）） 

 
文 書 館 ふくい    

ＮＯ.１１３ 福井県文書館   

左より 稔りの秋 昭和 36. 9. 12 78882｜芦原町 稲刈り 昭和 55. 9. 2 69958｜献穀田抜穂式 昭和 40. 9.3 
78480｜稔りの秋（坂井平野） 昭和 36. 9. 12 60671｜（2）表児の米 昭和 56. 9. 14 68522｜コンバインによる
稲の収穫 昭和 41. 9. 5 62716 

■講 座■ ※要申込 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今 月 の 展 示 ■  


